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1　日　　　　　的

現在一般の肥育経営は，浪厚飼料多給型であり，粗飼料

は少量で反すうを維持する程度の曳しか給与されず，濃厚飼

料の多給による肥育末期の喰い止まりや，増体の停滞等が

多く認められ問題となっている。肥育前期に粗飼料を多給

した場合，これらの現象があらわれにくいことや，家畜を

低栄養で飼養した場合，発育等の遅延がみられるが，その

後飼い直し（高栄養で飼養）をすることにより急速な発育

の回復，すなわち代慣性発育が認められることから，粗飼

料多給型として肥育前期に放牧を加味して検討した。

2　試　験　方　法

11）供式年は当場産黒毛和種去勢牛24頭で，8～12か

月齢のものを用いた。

（2】試験期間は55．6．2～56．10．19までの504日間で，

放牧期・舎飼期及び開放追込期をそれぞれ152日間，181日

間及び171日間とし，放牧胡開始前に馴致のために13日間

の予備放牧をした。

13）試験区の構成は，放牧期は濃厚飼料自由採食区12頭

と無給与区12頭に分け，革質・草量が同等になろように留

衰1　各期増体重
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意しながら，昼夜・小牧区輸換放牧を行った。舎飼期はそ

れぞれ群別に閉鎖追込牛舎で群飼し，濃厚飼料，粗飼料共

に自由採食させた。開放追込期はそれぞれの群を2分し．

自由採食区を舎飼1区と開放追込1区に，無給与区を舎飼

2区及び開放追込2区に分け，舎飼区は閉鎖追込牛舎に，

開放追込区は開放追込牛舎で群飼し．濃厚飼料・粗飼料と

も自由採食させた。

（4）供試した濃厚飼料は和牛産肉能力検定用配合飼料

（TDN72．3．DCPlO．1）で，開放追込期の舎飼区には

配合飼料の別掲を圧べん大麦に置き換えた。また放牧地は

オーチャードグラス主体の草地で，年間の生産量は3，000

～3．500時／108程度のものをそれぞれ3血7用いた。舎飼

期以降に用いた粗飼料は，オーチャードグラス主体の1番

草乾草で品質は中～低程度のものであった。

3　結果及び考察

へい死牛及び開放追込納初期に出荷した6頭を除いた18

頭の成鎖を示した。

（1）発　育

各期の開始時体重・終了時体重及び日増体量を表1に示

した。

（吻）

区　　　 分 頭 数 開　 始　 時 終　 了　 時 増　 体　 量 日 増 体 量

放
自 由 採 食 8 2 6 0 ．4 土 4 1 ．6 3 8 9 ．4 土 4 6 ．5 1 2 9 ．0 土 1 1 ．6 0 ．8 5 ± 0 ．0 8

牧 無　 給　 与 1 0 2 5 8 ．0 土 4 4 ．8 2 9 6 ． 3 士 4 1 ．5 3 ＄．3 土 1 3 ．7 0 ．2 5 土 0 ．0 9

期
差 2 ．4 9 3 ．1 9 0 ．7 0 ．6 0

会
自 由 採 食 8 3 8 9 ．4 士 4 6 ．5 5 2 5 ．0 士 4 5 ．7 1 3 5 ．6 士 1 5 ．7 0 ．7 5 士 0 ．0 9

■∃
飼 無　 給　 与 1 0 2 9 6 ．3 土 4 1 ．5 4 3 6 ．7 士 4 6 ．4 1 4 0 ．4 ± 2 2 ．4 0 ．7 8 士 0 ．1 2

期 差 9 3 ．1 8 8 ．3 － 4 ．8 0 ．0 3

開

自

由

舎 飼 1 4 5 0 3 ． 3 土 4 7 ．4 6 0 8 ．5 土 4 0 ．4 1 0 5 ．3 士 1 0 ．9 0 ．6 2 士 0 ．0 6

開 追 1 4 5 4 6 ．8 士 3 6 ．8 6 3 7 ．8 土 3 3 ，5 9 1 ．0 ± 1 7 ．2 0 ．5 3 土 0 ．1 0

放

追

平　 均 5 2 5 ．0 土 4 5 ．7 6 2 3 ．3 土 3 7 ．7 9 8 ． 1 ± 1 5 ．4 0 ．5 7 ± 0 ．0 9

無

舎 飼 1 5 4 3 2 ．2 士 5 0 ．6 5 6 0 ．6 土 6 5 ．1 1 2 8 ． 1 士 3 2 ．3 0 ．7 5 土 0 ．1 9

込 開 追 1 5 4 4 1 ．2 土 4 7 ．2 5 5 5 ．4 ± 4 9 ．5 1 1 4 ．2 士 1 8 ．0 0 ．6 7 士 0 ．1 1

期
平　 均 4 3 6 ．7 士 4 6 ．4 5 5 8 ．0 士 5 4 ．6 1 2 1 ．3 土 2 6 ．0 0 ．7 1 士 0 ．1 5

差 8 8 ．3 6 5 ． 1 － 2 3 ．2 － 0 ．1 4

放牧期の日増体曳く以下D．0．と略す）は，濃厚飼料自由

採食区では0．849晦と舎鋼の肥育牛に劣らない良い増体を

示したが，無給与区は0．252毎と自由採食区の毎の増体も

得られず，終牧時の体重差は93柳こもなった。特に8月

と10月のD．0．は0．2晦にも満たない低いもので，個酎こ

よるD．G，のバラツヰが大きく変動係数は自由採食区の9

％に対し36％にもなった。舎飼期のD．0．は自由採食区0・749

毎，無給与区0．776吻となり，特に無給与区では濃厚飼料
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自由採食開始後3か月間程度は，代償牲発育と考えられる

1．0時程度の良い増体を示したが，漸減し伸び悩みが認め

られた。開放追込期のD．0．は自由採食区0．574晦．区別で

は舎飼1区0．615晦，開放追込1区0．532時となり，無給

与区ではそれぞれ0．709吼　0．751時及び0．668毎といず

れも自由採食区を上回った。しかし試験終了時の体重差は

65晦と大差がついたままであり，前回の同様な試験2）や代

償性発育を利用した肥育試験き）では．0．4吻程度のD，0．

が得られていることから，放牧期の低いD．0．が最後まで

影響したものと考えられた。

放牧時濃厚飼料給与の有師こよる体型の変化は，終牧時

には測尺値・増加量共にかなりの差が定められたが，その

後濃厚飼料を自由採会させることにより．試験終了時には

ほとんど差は認められなくなった。

（2】飼料採食量

濃厚飼料の採食量を表2に示した。放牧期濃厚飼料自由

採食区は，全期間に3．247晦の濃厚飼料を要し，無給与区

では2．566時と681吻程度少ない量であったが，終了時体

重が小さかったことから飼養期間の延長を考えた場合1），

その差はなくなってしまうものと思われる。また舎飼期以

降に給与した乾草の採食量は，無給与区761晦．・自由採食

区667吻となり，無給与区が90吻程度多く採食した。

表3　と殺解休成績

衰2　濃厚飼料採食量　　（1頭当たり：吻）

区　　　　 分

放 牧 期 舎 飼 期 開放追込期

採 日 採 日 採 日

食 採
食
食 採
食
食 採
食

量 量 量 量 量 量

自 舎 飼 l 区

開放追込 1 区

852．9 5．61 1226． 6．78

1181．7

1158．9

6．91

6．78
由
採
食 平　　 均 1170．3 6．鮎

無 舎　 飼　 2　区

1331， 7．諏

1303．8 7．62
給 開放追込 2 区

平　 均

1165．0

1234．4

6．81

7．22
与

（3）枝肉解体成績

枝肉解体成績は，袷と体での調査とし，ロース芯切断部

位は第5～6肋骨臥皮下脂肪の厚さは，胸軟骨中央・第

6背椎上・第2腰椎上の3部位を測定し，表3に示した。

と殺前体重に対する枝肉歩留がやや低い値で，絶食・輸

送時間等が影響しているものと考えられた。また背脂肪や

ロース芯面軌こやや難のあるものが，各区に散見された。

脂肪色は総体的にやや赤味を帯びており，圧ぺん大麦に置

き換えた舎飼区の方が良いように思われたが．各項目とも

各区間に大きな差は認められなかった。

区　　　　　　 分 舎 飼 1 区 開放 追 込 1 区 舎 飼　 2　区 開放 追 込 2 区

頭　　　　　　　　 数 4 4 5 5
終　 了　 時　 体　 重 6 0 8．5 土 4 0．4 6 3 7．8 土 3 3．5 5 6 0．6 土 6 5．1 5 5 5．4 土 4 9．5

と　 殺　 前　 体　 重 5 9 3．5 土 4 1．0 6 1 9．5 士 3 5．7 5 4乱 2 土 5 9．4 5 4 3．0 士 4 7．7
枝　　　　 肉　　　　 量 3 6 0．9 士 2 4．1 3 7 7．4 土 2 1．3 3 3 3．1 士 3 7．9 3 2 3．5 土 3 0．4

歩
留

枝 肉 量／終 了時 体重 5 9．3 土　 0 ．6 5 9．2 ±　 0．3 5 9．4 土 1．5 5 8．2 土　 0．5

枝 肉 量／と穀 前 体重 60．8 土　 0．6 60．9 土　 0．3 6 0．7 土 1，4 5 9．5 士　 0．7

皮 下 脂 肪 の 厚 さ （3 部 位 ） 28．1 士　 4 ．2 2 1．9 土　 2．3 2 2．9 土　 4．4 1 9．2 土　 2．4

ロ　 ー　 ス　 芯　 面　 積 4 2．8 土　 6．9 3 9．8 土　 3．2 4 1．8 士　 5．9 3 7．9 ±　 5．4

外

観

均　　　　　　 称 極 上 ： 2　 上 ： 2 極 上 ：3　 上 ： 1 極 上 ： 2　 上 ： 3 極 上 ：1　 上 ：4

肉　　　　　　 付 極 上 ： 2　 上 ：2 上 ：4 極 上 ： 2　 上 ： 3 極 上 ：1　 上 ：4

脂　 肪　 付　 着 極 上 ：4 極 上 ：3　 上 ： 1 極 上 ： 4　 上 ： 1 極 上 ：4　 上 ： 1

仕　　 上　　 げ 極 上 ：4 極 上 ：4 極 上 ： 5 極 上 ：5

肉

質

脂　 肪　 交　 雑 3．5 土　 0．7 3．3 ±　 0．6 2．8 土　 0．7 3．0 士　 0．7

肉　 の　 色　 沢 極 上 ：4 極 上 ：4 極 上 ： 3　 上 ：2 極 上 ：2　 上 ：3

肉 の キ メ ・シ マ リ 極 上 ：3　 上 ： 1 極 上 ：2　 上 ：2 極 上 ：4　 上 ： 1 極 上 ：5

脂　 肪　 色　 沢 極 上 ：3　 上 ：1 極 上 ：2　 上 ：2 極 上 ：2　 上 ：3 極 上 ： 1 上 ： 4

4　　ま　　と　　め

黒毛和種去勢牛を用い粗飼料多給型として，肥育前期に

放牧を加味した試験を行った結果，放牧地で濃厚飼料を自

由採食させた区のD．0．は0．849晦と良好な発育を示し，

試験終了時には600吻以上に仕上げることができた。しか

し放牧期濃厚飼料無給与区のD．0．は0．252晦と低く，自

由採食開始後3か月程度は代償性発育と考えられる良い増

体を示したが，漸減し試験終了時には5帥吻程度にとどま

った。また放牧期無給与区の中にも0．5毎に近いD．0．を

示すものもあり，試験終了時には630晦程度に仕上がった

ことから，黒毛和種でも放牧を肥育前期に加え，代償性発

育を利用した肥育法も可能であろうと思われた。
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